
  

 

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 宇部工業高等専門学校 
設置者名 独立行政法人国立高等専門学校機構 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

 

機械工学科  

 0 

9 9 7  

電気工学科  12 12 7  

制御情報工学科  10 10 7  

物質工学科  11 11 7  

経営情報学科  8 8 7  

 

生産システム工

学専攻 
 

 2 

12 14 7  

物質工学専攻  8 10 7  

経営情報工学専

攻 
 12 14 7  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
機械工学科：https://syllabus.kosen-

k.go.jp/Pages/PublicSubjects?school_id=36&department_id=11&year=2021&lang=ja 

電気工学科：https://syllabus.kosen-

k.go.jp/Pages/PublicSubjects?school_id=36&department_id=12&year=2021&lang=ja 

制御情報工学科：https://syllabus.kosen-

k.go.jp/Pages/PublicSubjects?school_id=36&department_id=13&year=2021&lang=ja

物質工学科：https://syllabus.kosen-

k.go.jp/Pages/PublicSubjects?school_id=36&department_id=14&year=2021&lang=ja 

経営情報学科：https://syllabus.kosen-

k.go.jp/Pages/PublicSubjects?school_id=36&department_id=15&year=2021&lang=ja 

生産システム工学専攻：https://syllabus.kosen-

k.go.jp/Pages/PublicSubjects?school_id=36&department_id=21&year=2021&lang=ja 

物質工学専攻：https://syllabus.kosen-
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k.go.jp/Pages/PublicSubjects?school_id=36&department_id=22&year=2021&lang=ja 

経営情報工学専攻：https://syllabus.kosen-

k.go.jp/Pages/PublicSubjects?school_id=36&department_id=23&year=2021&lang=ja 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名 

（困難である理由） 
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様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 宇部工業高等専門学校 
設置者名 独立行政法人国立高等専門学校機構 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://www.kosen-k.go.jp/Portals/0/upload-

file%20folder/02_%E4%BA%BA%E4%BA%8B/NewFolder/yakuinmeibo(20201016).pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

常勤 熊本大学長 

2016 年 4 月

1 日～2024

年 3月 31日 

理事長 

常勤 
豊橋技術科学大学理事・

副学長 

2020 年 4 月

1 日～2022

年 3月 31日 

情報システム 

国際交流・海外展開 

非常勤 東京大学教授 

2014 年 4 月

1 日～2022

年 3月 31日 

男女共同参画推進 

（備考） 
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様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 宇部工業高等専門学校 

設置者名 独立行政法人国立高等専門学校機構 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

各年度の 12～１月を目途に、常勤教員および非常勤教員へシラバス作成

を依頼する。シラバスは Web シラバスとして電子的に管理され、科目基礎

情報、到達目標、到達目標に対応したルーブリック、教育方法（科目の概

要、授業の進め方と授業内容・方法、注意点から構成される）、授業計画（各

回の授業内容および回ごとの到達目標を含む）および評価割合から構成さ

れる。最終的に教務・入試係および教務部のチェックを経て、Web上で公表

される。 

 このシラバスは、在学生はもとより入学志願者、保護者をはじめとする

誰もが閲覧可能である。 

授業計画書の公表方法 
http://www2.ube-

k.ac.jp/gakuseika/kyoumu/syllabus/2019/index.htm 
２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

授業科目の評価はシラバスに記載された評価割合に基づき行われる。卒

業研究（専攻科は特別研究に読替える。）、実習・演習系科目を除く科目に

おいては、定期試験、レポート、小テストの評価をもとに厳正かつ適正な

評価を行っており、定期試験の比重を大きく設定する方針である。英語や

国語では発表態度や発表内容を評価に含む場合もある。卒業研究ではレポ

ート、実験データ・資料、卒業論文、卒業研究発表会および発表予稿集に

基づいて厳正かつ適正な評価を行う。また、実習・演習系科目ではレポー

ト、発表および実習態度に基づき、厳正かつ適正な評価を行う。なお、新

型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から遠隔授業に移行した科目は定

期試験を実施せず、レポートや小テストの積み重ねにより評価をすること

としている。 

以上の定期試験やレポート、卒業論文等による評価を総合し、100点法で点

数化した上で、「宇部工業高等専門学校教務規則」に基づき、80 点以上を

優、70 点以上 80 点未満を良、60 点以上 70 点未満を可、60 点未満を不可

の標語を適用する。学年成績が 60点未満、または各科目において欠課時数

が年間授業時数の３分の１を超える科目を不合格とし未修得とする。 
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３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

（本科） 

 履修した科目の平均点を成績評価における客観的指標とする。前期末では、第１学

期ならび第２学期に開講され、第２学期末に成績が提出されている科目を対象とす

る。また、後期末では第３学期、第４学期および通年開講され、第４学期末に成績が

提出される科目を対象とする。 

前期末、後期末のそれぞれについて、学生の評価点の平均を順位付けのための指標

とし、小数点以下第３位までを算出する。ただし、語学研修、海外研修、校外実習Ⅰ、

校外実習Ⅱおよび地域教育は指標算出の対象としない。 

以上の指標を用いて、各学科・各学年において値の大きい者を上位とし、また値が

同一の場合は履修科目数の多い者を上位とする。なお、休学者は順位決定の対象外と

する。 

（専攻科） 

成績評価における客観的指標は、 後述する計算式により前期末および後期末に算

出するものとし、前期ならびに後期に履修した科目を対象とする。前期末では、第１

学期および第２学期に開講され、第２学期末に成績が提出されている科目を対象とす

る。後期末では、第３学期、第４学期および通年開講され、第４学期末に成績が提出

されている科目を対象とする。ただし、インターンシップおよび特別研究Ⅰは対象と

しない。 

 前期履修科目および後期履修科目（通年開講科目を含む）それぞれについて、当該

学生の評価点を以下の計算式に代入して得られる単位数重み付け平均点 𝑠 を順位付

けのためのスコアとする。評価点の平均は小数点以下第３位まで算出する。 

𝒔 =
∑ 𝒄𝒊 × 𝒔𝒊

𝒏
𝒊=𝟏

∑ 𝒄𝒊
𝒏
𝒊=𝟏

 

𝑛：成績が提出された科目数、𝑐𝑖：科目 𝑖 の単位数、𝑠𝑖：科目 𝑖 の評価点 

各学年において、上記のスコアの値の大きい者を上位とする。スコアが同点の場合、

科目数の多い者を上位とする。なお、休学者は順位決定の対象外とする。 

 

上記にて設定した算出方法により、添付資料のとおり昨年度の成績分布状況を把握

している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
http://www.ube-k.ac.jp/for-parents/shinkyuhu/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
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（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

（本科） 

卒業の認定に関する方針として学科毎にディプロマ・ポリシーを定め、Web ページ

にて公表している。 

 在学生に対して、ディプロマ・ポリシーにて規定した各項目を学習・教育到達目標

という形でブレイクダウンして提示する。本校にて開講する科目は全て学習・教育到

達目標のいずれかに紐づけられ、教育課程に規定された各授業科目の単位を修得する

ことにより学習・教育到達目標を、ひいてはディプロマ・ポリシーを全て満足する仕

組みとしている。故に、上記２の「学修成果の厳格かつ適正な評価による単位認定」

を実施することでディプロマ・ポリシーに応じた卒業認定が行われている。 

 卒業認定会議を開催し、その結果に基づき校長が卒業を認定している。 

（専攻科） 

・修了の認定に関する方針の具体的な内容 

各専攻の高度な知識と技術を有する技術者を育成するため、以下のような能力を身

に付け、所定の単位を修得した学生に対して、修了を認定する。 

１．実践的技術者に必要な高度な科学的知識 

２．工学的専門先端技術・知識 

３．“もの”をデザインできる力 

４．自分の意見を論理的に表現でき、周囲と協調しあうコミュニケーション力と人間

力 

５．リベラルアーツ、国際的素養および生涯にわたって自ら学ぶ力 

・修了の認定に関する方針の適切な実施状況 

あらかじめ定められた一般科目、専門基礎科目、専門科目の内訳にしたがって 62単

位以上修得した者について修了を認定している。 

修了認定会議を開催し、その結果に基づき校長が修了を認定している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
http://www.ube-k.ac.jp/about/43402-2/ 
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様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 宇部工業高等専門学校 

設置者名 独立行政法人国立高等専門学校機構 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
https://www.kosen-

k.go.jp/Portals/0/resources/documents/zaimusyohyoR1.pdf 
収支計算書又は

損益計算書 
https://www.kosen-

k.go.jp/Portals/0/resources/documents/zaimusyohyoR1.pdf 
財産目録  

事業報告書 
https://www.kosen-

k.go.jp/Portals/0/resources/information/R1jigyohokokusho.pdf 
監事による監査

報告（書） 
https://www.kosen-

k.go.jp/Portals/0/resources/information/kanjiikenR1.pdf 
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 
単年度計画（名称：独立行政法人国立高等専門学校機構の年度計画 対象年度：令和 3 年

度） 

公表方法： 

https://www.kosen-k.go.jp/Portals/0/upload-

file%20folder/01_%E7%B7%8F%E5%8B%99/r3-keikaku.pdf 

中長期計画（名称：独立行政法人国立高等専門学校機構の中期計画 対象年度：平成 31 年

（2019 年）4 月 1 日から令和 6 年（2024 年）3 月 31 日まで） 

公表方法： 

https://www.kosen-k.go.jp/Portals/0/resources/information/chuukikeikaku-4th.pdf 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：http://www.ube-k.ac.jp/about/disclosure-3/ 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：http://www.ube-k.ac.jp/about/evaluation/ 
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（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 機械工学科 

教育研究上の目的（公表方法：http://www2.ube-

k.ac.jp/gakuseika/kyoumu/binran/2021/02.gakusoku.pdf）（学則第７条の２） 

（概要） 

機械工学科では、工業製品の研究開発、設計、生産技術などに係わる実践的機械技術者

を養成する。  

卒業の認定に関する方針（公表方法： http://www.ube-k.ac.jp/about/43402-

2/20201214hondhip/） 

（概要） 

卒業の認定に関する方針として学科毎にディプロマ・ポリシーを定め、Webページに

て公表している。 

 在学生に対して、ディプロマ・ポリシーにて規定した各項目を学習・教育到達目標

という形でブレイクダウンして提示する。本校にて開講する科目は全て学習・教育到

達目標のいずれかに紐づけられ、教育課程に規定された各授業科目の単位を修得する

ことにより学習・教育到達目標を、ひいてはディプロマ・ポリシーを全て満足する仕

組みとしている。故に、上記２の「学修成果の厳格かつ適正な評価による単位認定」を

実施することでディプロマ・ポリシーに応じた卒業認定が行われている。 

 卒業認定会議を開催し、その結果に基づき校長が卒業を認定している。 

教 育 課 程 の 編 成 及 び 実 施 に 関 す る 方 針 （ 公 表 方 法 ： http://www.ube-

k.ac.jp/about/43402-2/20201214honkari/） 

（概要） 

機械工学科では、専門基礎に関わる能力に加え、電子情報技術の進展にも対応でき、か

つ自主性・問題解決能力およびコミュニケーション能力を有する技術者を養成するために、

一般科目と専門科目を体系的に配置したカリキュラムにより、以下の教育目標に沿った教

育課程を編成する。 

１．実践的技術者に必要な科学的基礎知識の修得 

２．工学的専門基盤知識の修得 

３．社会実装に応用できる能力の習得 

４．論理的説明力、周囲との協調性および自ら学ぶ力の習得 

５．リベラルアーツ、国際的素養の習得 

上記の教育課程を編成する各科目の学修の成果は、履修状況と定期試験やレポートなど

シラバスに記載された評価方法に沿って総合的に評価する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：http://www.ube-k.ac.jp/about/43402-

2/20201214honado/） 

（概要） 

機械工学科では、急速な技術革新に対応できるように専門基礎科目に重点をおき、知識

と技法を習得する。さらに幅広い分野に対応できる技術者になるための勉強をする。機械

工学科では、次のような人を求めている。 

・創意工夫が好きで新しいモノ作りに興味がある人 

・自動車など機械の設計製作に興味がある人 

・これまでのイメージを超えたロボットなどの新しい機械の可能性を追求したい人 

 
学部等名 電気工学科 

教育研究上の目的（公表方法：http://www2.ube-
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k.ac.jp/gakuseika/kyoumu/binran/2021/02.gakusoku.pdf）（学則第７条の２） 

（概要） 

電気工学科では、電力、電子・制御、情報・通信などの分野の実践的電気技術者を養成

する。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： http://www.ube-k.ac.jp/about/43402-

2/20201214hondhip/） 

（概要） 

卒業の認定に関する方針として学科毎にディプロマ・ポリシーを定め、Webページに

て公表している。 

 在学生に対して、ディプロマ・ポリシーにて規定した各項目を学習・教育到達目標

という形でブレイクダウンして提示する。本校にて開講する科目は全て学習・教育到

達目標のいずれかに紐づけられ、教育課程に規定された各授業科目の単位を修得する

ことにより学習・教育到達目標を、ひいてはディプロマ・ポリシーを全て満足する仕

組みとしている。故に、上記２の「学修成果の厳格かつ適正な評価による単位認定」を

実施することでディプロマ・ポリシーに応じた卒業認定が行われている。 

 卒業認定会議を開催し、その結果に基づき校長が卒業を認定している。 

教 育 課 程 の 編 成 及 び 実 施 に 関 す る 方 針 （ 公 表 方 法 ： http://www.ube-

k.ac.jp/about/43402-2/20201214honkari/） 

（概要） 

電気工学科では、専門基礎に関わる知識に加え、変化の激しい情報・通信技術や電子デ

バイスの分野にも対応でき、かつ自主性・問題解決能力およびコミュニケーション能力を

有する技術者を養成するために、一般科目と専門科目を体系的に配置したカリキュラムに

より、以下の教育目標に沿った教育課程を編成する。 

１．実践的技術者に必要な科学的基礎知識の修得 

２．工学的専門基盤知識の修得 

３．社会実装に応用できる能力の習得 

４．論理的説明力、周囲との協調性および自ら学ぶ力の習得 

５．リベラルアーツ、国際的素養の習得 

 上記の教育課程を編成する各科目の学修の成果は、履修状況と定期試験やレポートなど

シラバスに記載された評価方法に沿って総合的に評価する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：http://www.ube-k.ac.jp/about/43402-

2/20201214honado/） 

（概要） 

電気工学科では、電力、電子・制御、情報・通信など電気全般について学び、これらの

分野に対応できる電気技術者になるための勉強をする。電気工学科では、次のような人を

求めている。 

 ・電気に関わる分野に関心をもっている人 

・電力や制御、通信など社会基盤を作る技術者になりたい人 

・情報や電子デバイスなど先端技術にチャレンジしたい人 

 
学部等名 制御情報工学科 

教育研究上の目的（公表方法：http://www2.ube-

k.ac.jp/gakuseika/kyoumu/binran/2021/02.gakusoku.pdf）（学則第７条の２） 

（概要） 

制御情報工学科では、情報通信技術を駆使し、ロボットなどの動きを制御することがで

きる実践的情報技術者を養成する。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： http://www.ube-k.ac.jp/about/43402-

2/20201214hondhip/） 
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（概要） 

卒業の認定に関する方針として学科毎にディプロマ・ポリシーを定め、Webページに

て公表している。 

 在学生に対して、ディプロマ・ポリシーにて規定した各項目を学習・教育到達目標

という形でブレイクダウンして提示する。本校にて開講する科目は全て学習・教育到

達目標のいずれかに紐づけられ、教育課程に規定された各授業科目の単位を修得する

ことにより学習・教育到達目標を、ひいてはディプロマ・ポリシーを全て満足する仕

組みとしている。故に、上記２の「学修成果の厳格かつ適正な評価による単位認定」を

実施することでディプロマ・ポリシーに応じた卒業認定が行われている。 

 卒業認定会議を開催し、その結果に基づき校長が卒業を認定している。 

教 育 課 程 の 編 成 及 び 実 施 に 関 す る 方 針 （ 公 表 方 法 ： http://www.ube-

k.ac.jp/about/43402-2/20201214honkari/） 

（概要） 

制御情報工学科では、第１学年から第５学年まで一貫した「組込みシステム」に関する

講義・実験・実習に取り組む。これらの学修を通して身につけた情報系・システム系に関

する知識・技術に加え、自主性・問題解決能力およびコミュニケーション能力を有する技

術者を養成するために、一般科目と専門科目を体系的に配置したカリキュラムにより、以

下の教育目標に沿った教育課程を編成する。 

１．実践的技術者に必要な科学的基礎知識の修得 

２．工学的専門基盤知識の修得 

３．社会実装に応用できる能力の習得 

４．論理的説明力、周囲との協調性および自ら学ぶ力の習得 

５．リベラルアーツ、国際的素養の習得 

 上記の教育課程を編成する各科目の学修の成果は、履修状況と定期試験やレポートなど

シラバスに記載された評価方法に沿って総合的に評価する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：http://www.ube-k.ac.jp/about/43402-

2/20201214honado/） 

（概要） 

制御情報工学科では、情報通信の知識を駆使し、ロボットなどを制御する組込みシステ

ムが構築できる実践的情報技術者になるための勉強をする。制御情報工学科では、次のよ

うな人を求めている。 

・コンピュータのソフトウェアやプログラミングなどの分野に関心がある人 

・コンピュータのハードウェアの分野に興味がある人 

・｢ものづくり」や「もののしくみ・からくり」に興味があり、好奇心旺盛な人 

 
学部等名 物質工学科 

教育研究上の目的（公表方法：http://www2.ube-

k.ac.jp/gakuseika/kyoumu/binran/2021/02.gakusoku.pdf）（学則第７条の２） 

（概要） 

物質工学科では、化学工業又は生物工業における開発、生産などに係わる実践的技術者

を養成する。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： http://www.ube-k.ac.jp/about/43402-

2/20201214hondhip/） 

（概要） 

卒業の認定に関する方針として学科毎にディプロマ・ポリシーを定め、Webページに

て公表している。 

 在学生に対して、ディプロマ・ポリシーにて規定した各項目を学習・教育到達目標

という形でブレイクダウンして提示する。本校にて開講する科目は全て学習・教育到

達目標のいずれかに紐づけられ、教育課程に規定された各授業科目の単位を修得する
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ことにより学習・教育到達目標を、ひいてはディプロマ・ポリシーを全て満足する仕

組みとしている。故に、上記２の「学修成果の厳格かつ適正な評価による単位認定」を

実施することでディプロマ・ポリシーに応じた卒業認定が行われている。 

 卒業認定会議を開催し、その結果に基づき校長が卒業を認定している。 

教 育 課 程 の 編 成 及 び 実 施 に 関 す る 方 針 （ 公 表 方 法 ： http://www.ube-

k.ac.jp/about/43402-2/20201214honkari/） 

（概要） 

物質工学科では、化学と生物の二つの専門性を身につけることを目標として、低学年次

から座学、実験等の本格的な専門教育が始まり、中学年次までに大学レベルの基礎知識を

習得する。これらの学修を通して身につけた化学品の設計や製造、食品や医薬品の検査、

環境保全に関する知識・技術に加え、自主性・問題解決能力およびコミュニケーション能

力を有する技術者を養成するために、一般科目と専門科目を体系的に配置したカリキュラ

ムにより、以下の教育目標に沿った教育課程を編成する。 

１．実践的技術者に必要な科学的基礎知識の修得 

２．工学的専門基盤知識の修得 

３．社会実装に応用できる能力の習得 

４．論理的説明力、周囲との協調性および自ら学ぶ力の習得 

５．リベラルアーツ、国際的素養の習得 

 上記の教育課程を編成する各科目の学修の成果は、履修状況と定期試験やレポートなど

シラバスに記載された評価方法に沿って総合的に評価する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：http://www.ube-k.ac.jp/about/43402-

2/20201214honado/） 

（概要） 

物質工学科では、物質や生物の性質・機能を原子・分子のレベルで理解し、化学的または

生物学的な方法を用いて化学品・材料（繊維、プラスチック、セラミックスなど）・食品・

医薬品などの開発、生産、品質管理などに携わる技術者、あるいはエネルギー・資源の有効

利用や地球環境の保全に携わる技術者になるための勉強をする。物質工学科では、次のよう

な人を求めている。 

・化学や生物に興味をもち、物質や微生物について勉強したい人 

・資源や環境に関心をもち、環境に携わる技術者になりたい人 

・自然現象に興味がある人、実験が好きな人、新しい物質をつくってみたいと思う人 

 
学部等名 経営情報学科 

教育研究上の目的（公表方法：http://www2.ube-

k.ac.jp/gakuseika/kyoumu/binran/2021/02.gakusoku.pdf）（学則第７条の２） 

（概要） 

経営情報学科では、経済社会と情報技術の発展に対応し得る実践的知識と技術を有する

「経営のエンジニア」を養成する。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： http://www.ube-k.ac.jp/about/43402-

2/20201214hondhip/） 

（概要） 

卒業の認定に関する方針として学科毎にディプロマ・ポリシーを定め、Webページに

て公表している。 

 在学生に対して、ディプロマ・ポリシーにて規定した各項目を学習・教育到達目標

という形でブレイクダウンして提示する。本校にて開講する科目は全て学習・教育到

達目標のいずれかに紐づけられ、教育課程に規定された各授業科目の単位を修得する

ことにより学習・教育到達目標を、ひいてはディプロマ・ポリシーを全て満足する仕

組みとしている。故に、上記２の「学修成果の厳格かつ適正な評価による単位認定」を

実施することでディプロマ・ポリシーに応じた卒業認定が行われている。 
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 卒業認定会議を開催し、その結果に基づき校長が卒業を認定している。 

教 育 課 程 の 編 成 及 び 実 施 に 関 す る 方 針 （ 公 表 方 法 ： http://www.ube-

k.ac.jp/about/43402-2/20201214honkari/） 

（概要） 

経営情報学科では、「経営」と「情報」の融合したカリキュラムにより経営に関する科

学的な思考力やシステム開発技術を身につけ、かつ自主性・問題解決能力およびコミュニ

ケーション能力を有するビジネスパーソンを養成するために、一般科目と専門科目を体系

的に配置したカリキュラムにより、以下の教育目標に沿った教育課程を編成する。 

１．実践的なビジネスパーソンに必要な科学的基礎知識の修得 

２．ビジネス分野に関する専門基盤知識の修得 

３．社会実装に応用できる能力の習得 

４．論理的説明力、周囲との協調性および自ら学ぶ力の習得 

５．リベラルアーツ、国際的素養の習得 

 上記の教育課程を編成する各科目の学修の成果は、履修状況と定期試験やレポートなど

シラバスに記載された評価方法に沿って総合的に評価する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：http://www.ube-k.ac.jp/about/43402-

2/20201214honado/） 

（概要） 

経営情報学科では、経済学・経営学、情報技術と数理統計に関わる専門分野を勉強する

とともにグローバル化への対応能力を身につける。経営情報学科では、次のような人を求

めている。 

・企業の経営管理や経営企画に関心がある人 

・情報処理や数理統計などを用いた実践的技術を身につけたい人 

・スマート社会やグローバル社会に対応する能力を活用して、新しいビジネスにチャレ

ンジしたい人 

 
学部等名 生産システム工学専攻 

教育研究上の目的（公表方法：http://www2.ube-

k.ac.jp/gakuseika/kyoumu/binran/2021/s00.kyouikumokuhyou.pdf）（専攻科の教育

方針） 

（概要） 

生産システム工学専攻では、先端工学技術の発展に対応し得る知識を持った独創的で

解析力に優れた技術者の育成を目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： http://www.ube-k.ac.jp/about/43402-

2/20201214sendhip/） 

（概要） 

・修了の認定に関する方針の具体的な内容 

各専攻の高度な知識と技術を有する技術者を育成するため、以下のような能力を身に

付け、所定の単位を修得した学生に対して、修了を認定する。 

１．実践的技術者に必要な高度な科学的知識 

２．工学的専門先端技術・知識 

３．“もの”をデザインできる力 

４．自分の意見を論理的に表現でき、周囲と協調しあうコミュニケーション力と人間

力 

５．リベラルアーツ、国際的素養および生涯にわたって自ら学ぶ力 

・修了の認定に関する方針の適切な実施状況 

あらかじめ定められた一般科目、専門基礎科目、専門科目の内訳にしたがって 62単位

以上修得した者について修了を認定している。 
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修了認定会議を開催し、その結果に基づき校長が修了を認定している。 

教 育 課 程 の 編 成 及 び 実 施 に 関 す る 方 針 （ 公 表 方 法 ： http://www.ube-

k.ac.jp/about/43402-2/20201214senkari/） 

（概要） 

専攻科では、情報収集・解析・企画・立案および設計等に関する総合的能力を有し、“も

の”を新たに創造できる開発型技術者・研究者・ビジネスパーソンを養成するために、専

攻ごとに必要な科目を体系的に配置したカリキュラムにより、以下の教育目標に沿った教

育課程を編成する。 

１．実践的技術者に必要な高度な科学的知識の修得 

２．工学的専門先端技術・知識の修得 

３．“もの”をデザインできる力の習得 

４．論理的説明力および周囲との協調性の習得 

５．リベラルアーツ、国際的素養及び自ら学ぶ力の習得 

上記の教育課程を編成する各科目の学修の成果は、履修状況と定期試験やレポートなど

シラバスに記載された評価方法に沿って総合的に評価する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：http://www.ube-k.ac.jp/about/43402-

2/20201214senado/） 

（概要） 

生産システム工学専攻では、先端工学技術の発展に対応し得る知識を持った独創的で

解析力に優れた技術者の育成を目指す。機械工学、電気・電子工学、情報工学のいずれか

の分野において基礎的な知識・技術をすでに修得した人で、これらをさらに発展させると

ともに異分野も含めた幅広い分野を横断的・複合的に学びたい人を歓迎する。 

 
学部等名 物質工学専攻 

教育研究上の目的（公表方法：http://www2.ube-

k.ac.jp/gakuseika/kyoumu/binran/2021/s00.kyouikumokuhyou.pdf）（専攻科の教育

方針） 

（概要） 

物質工学専攻では、物質変換、エネルギー変換技術、バイオテクノロジー及び環境保全

の発展に対応し得る高度な知識と技術を有する技術者の育成を目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： http://www.ube-k.ac.jp/about/43402-

2/20201214sendhip/） 

（概要） 

・修了の認定に関する方針の具体的な内容 

各専攻の高度な知識と技術を有する技術者を育成するため、以下のような能力を身

に付け、所定の単位を修得した学生に対して、修了を認定する。 

１．実践的技術者に必要な高度な科学的知識 

２．工学的専門先端技術・知識 

３．“もの”をデザインできる力 

４．自分の意見を論理的に表現でき、周囲と協調しあうコミュニケーション力と人間

力 

５．リベラルアーツ、国際的素養および生涯にわたって自ら学ぶ力 

・修了の認定に関する方針の適切な実施状況 

あらかじめ定められた一般科目、専門基礎科目、専門科目の内訳にしたがって 62単

位以上修得した者について修了を認定している。 

修了認定会議を開催し、その結果に基づき校長が修了を認定している。 

教 育 課 程 の 編 成 及 び 実 施 に 関 す る 方 針 （ 公 表 方 法 ： http://www.ube-

k.ac.jp/about/43402-2/20201214senkari/） 
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（概要） 

専攻科では、情報収集・解析・企画・立案および設計等に関する総合的能力を有し、“も

の”を新たに創造できる開発型技術者・研究者・ビジネスパーソンを養成するために、専

攻ごとに必要な科目を体系的に配置したカリキュラムにより、以下の教育目標に沿った教

育課程を編成する。 

１．実践的技術者に必要な高度な科学的知識の修得 

２．工学的専門先端技術・知識の修得 

３．“もの”をデザインできる力の習得 

４．論理的説明力および周囲との協調性の習得 

５．リベラルアーツ、国際的素養及び自ら学ぶ力の習得 

上記の教育課程を編成する各科目の学修の成果は、履修状況と定期試験やレポートなど

シラバスに記載された評価方法に沿って総合的に評価する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：http://www.ube-k.ac.jp/about/43402-

2/20201214senado/） 

（概要） 

物質工学専攻では、物質変換及びエネルギー変換技術の発展に対応し得る高度な知識と

技術を有する技術者の育成を目指す。化学、生物、材料、環境のいずれかの分野において

基礎的な知識・技術をすでに修得した人で、これらをさらに発展させるとともに異分野も

含めた幅広い分野を横断的・複合的に学びたい人を歓迎する。 

 
学部等名 経営情報工学専攻 

教育研究上の目的（公表方法：http://www2.ube-

k.ac.jp/gakuseika/kyoumu/binran/2021/s00.kyouikumokuhyou.pdf）（専攻科の教育

方針） 

（概要） 

経営情報工学専攻では、経済社会と情報技術の発展に対応し得る高度な知識と技術を有

する技術者（経営のエンジニア）の育成を目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： http://www.ube-k.ac.jp/about/43402-

2/20201214sendhip/） 

（概要） 

・修了の認定に関する方針の具体的な内容 

各専攻の高度な知識と技術を有する技術者を育成するため、以下のような能力を身

に付け、所定の単位を修得した学生に対して、修了を認定する。 

１．実践的なビジネスパーソンに必要な高度な科学的知識 

２．ビジネス分野の専門先端技術・知識 

３．“もの”をデザインできる力 

４．論理的説明力および周囲との協調性 

５．リベラルアーツ、国際的素養および生涯にわたって自ら学ぶ力 

・修了の認定に関する方針の適切な実施状況 

あらかじめ定められた一般科目、専門基礎科目、専門科目の内訳にしたがって 62単

位以上修得した者について修了を認定している。 

修了認定会議を開催し、その結果に基づき校長が修了を認定している。 

教 育 課 程 の 編 成 及 び 実 施 に 関 す る 方 針 （ 公 表 方 法 ： http://www.ube-

k.ac.jp/about/43402-2/20201214senkari/） 
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（概要） 

専攻科では、情報収集・解析・企画・立案および設計等に関する総合的能力を有し、“も

の”を新たに創造できる開発型技術者・研究者・ビジネスパーソンを養成するために、専

攻ごとに必要な科目を体系的に配置したカリキュラムにより、以下の教育目標に沿った教

育課程を編成する。 

１．実践的なビジネスパーソンに必要な高度な科学的知識の修得 

２．ビジネス分野の専門先端技術・知識の修得 

３．“もの”をデザインできる力の習得 

４．論理的説明力および周囲との協調性の習得 

５．リベラルアーツ、国際的素養および生涯にわたって自ら学ぶ力の習得 

上記の教育課程を編成する各科目の学修の成果は、履修状況と定期試験やレポートなど

シラバスに記載された評価方法に沿って総合的に評価する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：http://www.ube-k.ac.jp/about/43402-

2/20201214senado/） 

（概要） 

経営情報工学専攻では、経済社会と情報技術の発展に対応し得る高度な知識と技術を有

するビジネスパーソンの育成を目指す。経営、情報、数理のいずれかの分野において基礎

的な知識・技術をすでに修得した人で、これらをさらに発展させるとともに異分野も含め

た幅広い分野を横断的・複合的に学びたい人を歓迎する。 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：http://www.ube-k.ac.jp/about/disclosure-3/172_disclosure/ 
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③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 2人 － 2人 

機械工学科 － 4人 4人 0人 2人 0人 10人 

電気工学科 － 5人 2人 0人 1人 0人 8人 

制御情報工学科 － 7人 3人 0人 0人 1人 11人 

物質工学科 － 6人 3人 0人 2人 0人 11人 

経営情報学科 － 4人 4人 0人 1人 0人 9人 

一般科 － 9人 8人 6人 0人 2人 25人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

人 26人 26人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公 表 方 法 ： https://research.kosen-k.go.jp/researcher-

list/?page=1&limit=30&districtId=06&affiliationId=6664000000 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

機械工学科 40 人 41人 102.5％ 200人 217人 108.5％ 若干名 0人 

電気工学科 40 人 43人 107.5％ 200人 212人 106.0％ 若干名 0人 

制御情報工学

科 40 人 42人 105.0％ 200人 212人 106.0％ 若干名 0人 

物質工学科 40 人 43人 107.5％ 200人 217人 108.5％ 若干名 1人 

経営情報学科 40 人 42人 105.0％ 200人 210人 105.0％ 若干名 2人 

合計 200 人 211人 105.5％ 1000 人 1068人 106.8％ 若干名 3人 

生産システム

工学専攻 12 人 17人 141.7％ 24人 36人 150.0％ 0人 0人 

物質工学専攻 4人 3人 75.0％ 8人 7人 87.5％ 0人 0人 

経営情報工学

専攻 4人 8人 200.0％ 8人 15人 187.5％ 0人 0人 

合計 20 人 28人 140.0％ 40人 58人 145.0％ 0人 0人 

（備考） 
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b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

機械工学科 
33人 

（100％） 

9人 

（27.3％） 

24人 

（72.7％） 

0人 

（0％） 

電気工学科 
38人 

（100％） 

9人 

（23.7％） 

28人 

（73.7％） 

1人 

（2.6％） 

制御情報工学

科 

36人 

（100％） 

9人 

（25.0％） 

25人 

（69.4％） 

2人 

（5.6％） 

物質工学科 
39人 

（100％） 

11人 

（28.2％） 

27人 

（69.2％） 

1人 

（2.6％） 

経営情報学科 
41人 

（100％） 

12人 

（29.3％） 

27人 

（65.9％） 

2人 

（4.9％） 

生産システム

工学専攻 

19人 

（100％） 

7人 

（36.8％） 

12人 

（63.2％） 

0人 

（0％） 

物質工学専攻 
5人 

（100％） 

3人 

（60.0％） 

2人 

（40.0％） 

0人 

（0％） 

経営情報工学

専攻 

3人 

（100％） 

0人 

（0％） 

3人 

（100％） 

0人 

（0％） 

合計 
214人 

（100％） 

60人 

（28.0％） 

148人 

（69.2％） 

6人 

（2.8％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 
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c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

各年度の 12～１月を目途に、常勤教員および非常勤教員へシラバス作成を依頼する。シラバ

スは Web シラバスとして電子的に管理され、科目基礎情報、到達目標、到達目標に対応したル

ーブリック、教育方法（科目の概要、授業の進め方と授業内容・方法、注意点から構成される）、

授業計画（各回の授業内容および回ごとの到達目標を含む）および評価割合から構成される。 

 最終的に教務・入試係および教務部のチェックを経て、Web上で公表される。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

授業科目の評価はシラバスに記載された評価割合に基づき行われる。卒業研究、実習・

演習系科目を除く科目においては、定期試験、レポート、小テストの評価を基に厳正かつ

適正な評価を行っており、総合評価は 100点法で点数化した上で、「宇部工業高等専門学

校教務規則」に基づき、80点以上を優、70点以上 80点未満を良、60点以上 70点未満を

可、60 点未満を不可の標語を適用する。学年成績が 60点未満、または各科目において欠

課時数が年間授業時数の３分の１を超える科目を不合格とし未修得とする。 

（本科） 

卒業の認定に関する方針として学科毎にディプロマ・ポリシーを定め、Webページにて

公表している。 

 在学生に対して、ディプロマ・ポリシーにて規定した各項目を学習・教育到達目標とい

う形でブレイクダウンして提示する。本校にて開講する科目は全て学習・教育到達目標の

いずれかに紐づけられ、教育課程に規定された各授業科目の単位を修得取得することによ

り学習・教育到達目標を、ひいてはディプロマ・ポリシーを全て満足する仕組みとしてい

る。故に、上記２の「学修成果の厳格かつ適正な評価による単位認定」を実施することで

ディプロマ・ポリシーに応じた卒業認定が行われている。 

 卒業認定会議を開催し、その結果に基づき校長が卒業を認定している。 

（専攻科） 

・修了の認定に関する方針の具体的な内容 

各専攻の高度な知識と技術を有する技術者を育成するため、以下のような能力を身に付

け、所定の単位を修得した学生に対して、修了を認定する。 

１．実践的技術者に必要な高度な科学的知識 

２．工学的専門先端技術・知識 

３．“もの”をデザインできる力 
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４．自分の意見を論理的に表現でき、周囲と協調しあうコミュニケーション力と人間力 

５．リベラルアーツ、国際的素養および生涯にわたって自ら学ぶ力 

・修了の認定に関する方針の適切な実施状況 

あらかじめ定められた一般科目、専門基礎科目、専門科目の内訳にしたがって 62 単位

以上修得した者について修了を認定している。 

修了認定会議を開催し、その結果に基づき校長が修了を認定している。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

 

機械工学科 167単位 有・○無  単位 

電気工学科 167単位 有・○無  単位 

制御情報工学科 167単位 有・○無  単位 

物質工学科 167単位 有・○無  単位 

経営情報学科 167単位 有・○無  単位 

 

生産システム工学

専攻 
62単位 有・○無  単位 

物質工学専攻 62単位 有・○無  単位 

経営情報工学専攻 62単位 有・○無  単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：http://www.ube-k.ac.jp/about/disclosure-3/172_disclosure/ 
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⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

 

機械工学

科 
234,600円 84,600円 

109,473円～

130,273円 

学生傷害保険掛金 4,050円 

ＧＴＥＣ（英語テスト）受

験料・テキスト代 5,160円 

後援会費 17,000円 

学生会費 6,000 円 

教科書代 23,660円 

教材費 53,003 円～53,603

円 

後援会入会金 10,000円（兄

弟等在籍の場合不要） 

入寮金 1,000 円（寮生の

み） 

寄宿料 8,400 円（寮生の

み） 

寮生会費 2,000 円（寮生の

み） 

電気工学

科 
234,600円 84,600円 

79,168円～

100,568円 

学生傷害保険掛金 4,050円 

ＧＴＥＣ（英語テスト）受

験料・テキスト代 5,160 円 

後援会費 17,000 円 

学生会費 6,000 円 

教科書代 24,878円 

教材費 22,080 円 

後援会入会金 10,000 円（兄

弟等在籍の場合不要） 

入寮金 1,000 円（寮生の

み） 

寄宿料 8,400 円（寮生の

み） 

寮生会費 2,000 円（寮生の

み） 

制御情報

工学科 
234,600円 84,600円 

80,126円～

101,526円 

学生傷害保険掛金 4,050円 

ＧＴＥＣ（英語テスト）受

験料・テキスト代 5,160 円 

後援会費 17,000 円 

学生会費 6,000 円 

教科書代 22,766円 

教材費 25,150 円 

後援会入会金 10,000 円（兄

弟等在籍の場合不要） 

入寮金 1,000 円（寮生の

み） 

寄宿料 8,400 円（寮生の

み） 

寮生会費 2,000 円（寮生の

み） 

物質工学 234,600円 84,600円 83,515円～学生傷害保険掛金 4,050円 
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科 104,915円 

 
ＧＴＥＣ（英語テスト）受

験料・テキスト代 5,160 円 

後援会費 17,000 円 

学生会費 6,000 円 

教科書代 23,405円 

教材費 27,900 円 

後援会入会金 10,000 円（兄

弟等在籍の場合不要） 

入寮金 1,000 円（寮生の

み） 

寄宿料 8,400 円（寮生の

み） 

寮生会費 2,000 円（寮生の

み） 

経営情報

学科 
234,600円 84,600円 

78,663円～

100,063円 

学生傷害保険掛金 4,050円 

ＧＴＥＣ（英語テスト）受

験料・テキスト代 5,160 円 

後援会費 17,000 円 

学生会費 6,000 円 

教科書代 21,683円 

教材費 24,770 円 

後援会入会金 10,000 円（兄

弟等在籍の場合不要） 

入寮金 1,000 円（寮生の

み） 

寄宿料 8,400 円（寮生の

み） 

寮生会費 2,000 円（寮生の

み） 

 

生産シス

テム工学

専攻 

234,600円 84,600円 
23,930円～

46,530円 

学生傷害保険掛金 4,290円 

後援会費 17,000円 

教科書代 2,640 円 

後援会入会金 10,000円（兄

弟等在籍・引き続き進学の

場合不要） 

入寮金 1,000 円（寮生の

み） 

寄宿料 8,400 円～9,600円

（寮者のみ） 

寮生会費 2,000 円（寮生の

み） 

物質工学

専攻 
234,600円 84,600円 

25,668円～

48,268円 

学生傷害保険掛金 4,290 円 

後援会費 17,000 円 

教科書代 4,378 円 

後援会入会金 10,000 円（兄

弟等在籍・引き続き進学の

場合不要） 

入寮金 1,000 円（寮生の

み） 

寄宿料 8,400 円～9,600 円

（寮者のみ） 
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寮生会費 2,000 円（寮生の

み） 

経営情報

工学専攻 
234,600円 84,600円 

23,930円～

46,530円 

学生傷害保険掛金 4,290 円 

後援会費 17,000 円 

教科書代 2,640 円 

後援会入会金 10,000 円（兄

弟等在籍・引き続き進学の

場合不要） 

入寮金 1,000 円（寮生の

み） 

寄宿料 8,400 円～9,600 円

（寮者のみ） 

寮生会費 2,000 円（寮生の

み） 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

修学支援室は、学修する上で困難を抱える学生に修学上のサポートを具体的に行う。学生

それぞれの状況に応じたサポートチームを編成して、具体的な配慮等を検討し支援にあた

る。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

キャリア支援室は、学生の就職・進学の活動を支援するため以下の業務を行っている。 

・就職・入学試験情報、募集要項の収集 

・各学科の担当教員によるサポート 

・企業・大学説明会の実施 

・国内のインターンシップのサポート 

・キャリアデザイン構築のための基礎知識を習得することを目指した、低学年を対象とした

導入教育（キャリア）の実施 

・Uターン求人・求職システムの運用 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生相談室は、学生一人一人が安心して学生生活を送れるようにサポートを行う。学生相

談室員（教員・看護師）や専門のカウンセリングスタッフ（スクールカウンセラー・スクー

ルソーシャルワーカー・キャリアカウンセラー・精神科医）が、それぞれの学生の悩みや不

安、心配事に応じて、問題解決の糸口を見つけるための支援を行う。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：http://www.ube-k.ac.jp/about/disclosure-3/ 
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（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が1人以上10人以下の場合に
は、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載するこ
と。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学の支
援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３号
に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認
定の取消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

年間

72人

後半期

66人

29人

26人

11人

学校名

設置者名

宇部工業高等専門学校

独立行政法人国立高等専門学校機構

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

69人

29人第Ⅰ区分

学校コード G135110110212

（備考）

内
訳

26人

14人

家計急変による
支援対象者（年間）

－

75人

第Ⅱ区分

第Ⅲ区分

合計（年間）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したこ
とにより認定の取消しを受けた者の数

年間 0人
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※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

退学 0人

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成
績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められ
ず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含

む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修
業年限が２年以下のものに限る。）

0人 0人

「警告」の区分に連続
して該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の
処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計 0人 0人

0人 0人

0人 0人

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

右以外の大学等

後半期前半期年間

修業年限で卒業又は修
了できないことが確定

修得単位数が標準単位
数の５割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の５割以

下）

出席率が５割以下その
他学修意欲が著しく低

い状況

0人 0人

0人 0人

（備考）

（備考）
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※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

計 0人 －

出席率が８割以下その
他学修意欲が低い状況

0人 0人

修得単位数が標準単位
数の６割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の６割以

下）

0人 0人

ＧＰＡ等が下位４分の
１

0人 －

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学
生認定の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の
効力の停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（備考）
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